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主論文審査 の要旨

本論文 はY地 域 住民の経 験 ・記憶に基づいた地域景観 を理解す るこ とが重要 であると考 え1

これを明 らかにす るための分析手法 の構築 を目指す ものである。

2章 で は、景観 や生活風景に関す る既往研 究や既存概念を参考 に、視 点の整理 と分析対象

の選定 を行 った。 まず、既往研 究や既存概念 による風景の認識 ・生成過程 を整理 しr環 境の

イ メージのiuC識プ ロセス とそれ に応 じて析 出 され る成分か ら、 日常生活 に基づいた景観 特 性

を理解す るために本論 で用 いる経験 ・記憶 とい う視点 を示 した。 次 に、既存 の記憶 システム

の概 念について整理 し、この概念 に基づいて経験 ・記憶 に関す る景観研究 を分類す るこ・とで、

経験 ・記憶 を意味 同士の繋 が りや関係 によって再構成 し経験 ・記憶 を構造化す る 「意味の構

造化 」研究 として本論 文を位 置付 けた。続いて記憶 システムの概念 のひ とつであるエ ピソー

ド記憶 を捉 えるた めの分析対象 について整理 し、生活史 を分析 対象 とす る意義 と分析者 の解

釈 をできるだ け排 除 した分析 対象 ・分析手法が望 ま しいこ とと1分 析対象 『街 は記憶す る』

の選定理 由を示 した。

3章 では、テキス トマイニ ングとい った言語表現を分析す る手法 とその概念 について整理

し、経験 ・記憶 か ら地域景観 を理解す るための新たな分析手法 を構築 した。 まず、既往研究

か ら言語 に よる表 現媒 体の分析手法 を整理 し、定量的 ・構造的 な分析 に加 えて現象の解明を

行 う定性的 な分析 を行 うために言語的概念 に基づいたテキス トマイニ ングを活用す る意義 を

示 した。 その結果 、本論文では、経験 ・記憶 を構成す る要素 の抽出に文法や言語論 などのテ

キス トマイ ニングで も用 い られ る言語学的概念 に基づいてルール を設定 し、要素の抽出 ・構

造化を試み るこ ととした。要素 となる名詞句 の抽出は1テ キス トマイニングで も用い られ る

文法的関係 のひ とつ である格助詞 を抽 出の 目印 とした。また、要素 の抽出に用いた文法的関

係 ・要素の役割 と種類 を手がか りに図化のルール を構築 した。

4章 では、3.5に て提示 した新 たな分析 手法 について、解釈 による分析 と新 たな分析手法

による経験 ・記 憶の捉 え方について、事例 『苦海浄土』を用いて①石牟礼作品に対す る解釈、

②3.5,1に て提案 した手法で抽出 された要素 の定量分析 、③3,5.2に て提案 した手法 による図

化 の3つ を比較 し、新 たな分析手法の検証 を行 った。その結果、提案 した分析 手法 ではY『苦

海浄土』の解釈 で挙げ られ た農 民の視座 とい う内部か ら表現 した農 民の生活体験 について、

海上 ・地上 ・その他 の記述 ご とに詳細に分析す るこ とができ、各記述 の傾 向や 生活体験の捉

え方 について明 らかにす るこ とがで きた。以上の結果 よ り1新 たな分析手法では、生活体験

の捉 え方を分析 でき る可能性 を有 している と考 えることができる。

5章 では、生活史 『街 は記憶す る』に対 して提案手法を適用 し、記憶 ・経験 における地域

景観 について、事例分析 として分析 ・考察 した。'『街は記憶す る』か ら抽出 された要素に対 し

て定量的分析 と図化 を行 い、繰 り返 し要素、包括要素1そ の他の要素 と分類 した要素 ごとに、

各要素 の機 能 と図 の様相 から、各個人の構造的特徴 と物性 的特徴 について考察 した。 その結

果 、繰 り返 し要素 には記憶の変化点や結節点 となる構造的特徴 と、拠点性 ・中心性 ・刺激性

を有す る物性的特徴があ ることを明 らかに した。また、包括要素には記憶の集合体 を形成す






